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ず、小さな記述欄に小さい字をびっしりと埋め尽くす学生が各クラス（1 学年が 40 名

















































































ケートに記された感想部分を指す。この授業の受講生は 1 年生 138 名（2019 年度の 1
年生は A、B、C、D の 4 クラス、各 37 名で構成されている）、実習実施日時は 5 月 11
日（土）9 時半あるいは 10 時から昼食を挟んで 4 時間程度である。晴天だった当日は
保育園・幼稚園の遠足の様子や、親子が動植物園での休日を楽しむ姿を多数見ること
ができた。 
以下では、①アンケート提出者全員（135 名）分の自由記述、②A クラス（35 名）
の自由記述、③A クラスの自由記述（データクリーニング後）、について、KH corder 
を用いて出された頻出語表と共起ネットワーク図を提示し、それらを比較して考えて
みたい。 
















【表１】全クラスの頻出語上位 20 位 【表２】A クラスの
頻出語上位 12 位 
順位 語 頻度 順位 語 頻度
1 動物 180 11 感じる 58
2 思う 129 12 課題 57
3 メンバー 106 13 保育 56
4 見る 95 14 楽しい 53
5 子ども 94 15 自分 51
6 たくさん 83 16 普段 50
7 話す 75 17 活動 46
8 グループ 72 18 できる 41
9 行く 71 19 実習 39






















を抜いて KH corder で処理して作成したのが「A クラス（クリーニング後）の頻出語




































































































から‐」（夙川学院短期大学紀要、2017 年、44 巻 44 号、pp69－81）や西山修ら
の「保育内容「環境」の授業実践における環境概念の変容を捉える試み」（岡山
大学大学院教育学研究科研究集録、第 166 号、2017 年、pp31－40）などが挙げ
られる。





A Way of Using Text Mining: 
Analysis of Free Description Data of Junior College Students 
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